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佐藤及びその協力者は１９５６年以来， 北海道， 特に道央， 道東， 道北地方に棲息する蚊の種類，

幼虫の棲息水域， 及び成虫の活動性などについて調査をおこない， その結果を逐時報告してきた．

その調査の一環として佐藤，富田 （１９６２） は， 知床半島のオホーツク海側の オシソコシソ， 字 登

（ヱ６）
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呂， 岩尾別付近に棲息する蚊， 及びその発生水域について報告している，

　

今回は， オホーツク海側は勿論のこと， 中央の山岳地帯や野付水道側の沿岸地帯， 更には知床五

湖， 知床林道を含めて， 知床半島のほぼ全域に棲息する蚊の種類及び発生水域を調査したので， こ

こにその結果を報告する，

　

稿を進めるにあたり，１９６５年の予備調査に同行した松原実君 （当時の本学学生）， 及び本調査に

同行した本学学生， 久井康夫， 高橋秀実， 小笠原潤， 斎藤博， 竹内光日出の諸君に深謝の意を表す

る

調

　

査
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法

　

知床半島は北海道の東端に

位置し， オホーツク海に突出

する半島で， 半島の中央を走

る山脈を境にして， オホーツ

ク海に面する北西側 （網走支

庁管内） と， 野付水道に面す

る東南側（根室支庁管内）と

に分けられる，

　

筆者らが，１９７０年（５月２９

日～８月 ７日） 及び１９７１年

（５月１５日～９月１４日） の２

年間にわたり， 延べ９回の調

査をした範囲は， オホーツク

海側の宇登呂付近， 岩尾別，
知床五湖・知床林道の３地域

と， 野付水道側の羅 臼 町市

街， 知昭から相泊に至る沿岸

一帯， 羅臼温泉の３地域， 及

び中央山岳地帯の羅臼湖を中
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Ｆｉｇ．１， ＭａｐｏｆｔｈｅｓｈｉｒｅｔｏｋｏＰｅｎｉｎｓｕｌａ

る （第１図）．
幼虫は実験室で飼育され， 幼虫及び成虫の一貫した標本により種類を同定した． 幼虫の飼育は佐

藤・伊藤 （１９６９） の方法によった， すなわち自然水とゲインズミール （畜犬用飼料） を組み合わせ

て飼育する方法で， 飼育結果は極めて良好であった，

結 果 と 考 察

１， 採集された蚊の種類

　

本調査により確認された幼虫は第１表に示すように４属１４種類で ある． な お シロカタヤブカ
Ａ８ｄｅｓ（霧７２Ｚのα）鰯ＰＰ靴定雄 が成虫で得られたことから， 計１５種類の蚊が確認されたことになる，
このうちチシマヤブカ， アカソヤブカ， トカチヤ ブカ， ホッコクヤ ブカの４種類は北海道特有の蚊

であり， 他は本州のものと共通する，
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Ａｅｄｇｓ（Ｓｚｅｇの”“”） “‘≧のＰたね‘，ｓ の２種類は， 今回は採集されなかった，

２． 調 査 した 水 域

幼虫が発見された水域を， 旭川地方での水域の部類分け （佐藤・岩瀬 １９６０） に従って， 次の種

類に区分した （第２表）．
「グラウンドプール （融雪水）」 とし・うのは， 融雪水が地表の凹所や轍などに溜まってできた一時

的な水域と， 融雪水が流入している沼地の周辺部の水域のことであり， 共に早春にみられる． 「沼

地」 とは， 沼の周辺部の， 常時湿気を帯びている地帯に， 融雪水とは無関係に生ずる水域を指す，

「グラウンドプール」 は， 雨水や湧水などが地表の凹所や靴などに潤まってできた一時的な水域で

あり，「潮溜まり」 とは， 海岸にみられる岩の凹所に水が溜まったものをいう，「渓流々域」 とは，

渓流岸の砂で隔離きれた静的な水溜まりや， 小渓のよどみのような幾分動的な水溜まりのことであ

る． 「樹洞」 というのは， 切り株にできた水溜まりを指すもので， 十和田・八甲田にみられるブナ

樹洞 （佐藤・石村・鳥海・加藤 １９５４） のような樹洞は，．知床半島には見られない，「側溝」 という

のは， 一般家庭の排水の水溜まりや， それに続く道路わきの溝 （どぶ）， 及び用水路を含めていう．

「人工的小容器」 というのは， 野ざらしの漬物樽， 汚物の入った石油鎚， 更にはコンクリート製水

槽などにできた水溜まりをいう．

　

以上８種類の水域のうち，「グラウンドプール （融雪水）」 以外は， 一般に本州のそれと共通する
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渓流

グラウンドプール （融雪水）………３４

，”…………，……………………，………………………………・５

　

グラウンドプーノレ ………………………………………………３４

潮溜まり

　

………………………………………・………”…・……・・３７
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ものである． 一方本州では普通にみられるもので知床半島ではみられない水域も多い， 例えば， 竹

の切り株は全くみられず， 大型のコンクリート製防火水槽も極めて稀である， また旭川地方では，
幼虫の棲息する水域として， 「水田・准湖溝」「肥料岡」「堆肥汁篠」 などもみられたが （佐藤・岩

瀬１９６０）， 稲作の不可能な知床半島では， これらの水域は全くみられなかった，

　

総じて， 知床半島においては， 蚊の幼虫が棲息する水域の種類は比較的少ないものであると言え

る， また佐藤・富田 （１９６２） も述べているように， 比較的小型の水域が多し・のも特徴的である，

　

３， 各種幼虫の棲息水域

Ａ， オホーツク海側

　

（１） 宇 登 呂

　

付 近

　

宇登呂は国鉄釧網線の斜里駅から約 ４０ｋｍ の地にある漁港である． ここでは宇登呂の部落のほ

かに， チヤシコッ原野や， 岩海岸の潮溜まりを調査した． チャシコッ原野とば， オシンコシン崎か

ら宇登呂を経てブュ二崎に至る原野のことで， 水域の周囲にはオオイタ ドリ， アキタ ブキ， オオョ

モギなどの草本が密生し， エゾマツ， ト ドマツ， カエデなどの木本も， やや密に生育 していた，

　

採集された幼虫はヤマトハマダラカ， スジアシイエカ， アカイエカ， エ ゾウスカ， ミスジハボシ

カ， ヤマトヤブカ， トウ ゴウヤ ブカ， アカソヤブカ， トカチヤブカ， キンイロヤブカ， エ ゾヤブカ

の１１種類である．

　

オシンコシソでは， オシンコシソ崎付近の林内の小型のグラウン ドプール （融雪水） にアカンヤ

ブカ， トカチャ ブカ， キンイロヤブカの３種類が棲息し， オショコマナイ川に至る旧道上のグラウ

ンドプールには， ミスジハポシカ， エ ゾヤブカの２種類が棲息していた． 沿岸一帯の道路わきの側

溝やグラウンドプールには， ヤマトハマダラカ， スジアシイエカ， ミスジハポシカが棲息し， 特に

スジアシイエカの棲息密度は高いものであった （第２図）．

　

宇登呂崎及びその付近の岩海岸の潮溜まりには， トウゴウヤブカの各令幼虫が密に棲息していた

（第３図）． 宇登呂では， 民家の流し水溜まりにアカイエカが発生し， 漬物樽や石油鎚の中には， ヤ

マトヤブカとアカイエカの２種類が濃密に棲息していた．
ブュ二崎に向かうホロベッ川付近のグラ

ウンドプールや側溝には， ミスジハボシカが単独で棲息し， あるし・はヤマトハマダラカ， スジアシ

　

　

　

　　

　
＼．
トス

　

　　　　　　　　　　　　　

　

Ｆｉｇ，３， Ｕｔｒｏ， Ｔｉｄｅｐｏｏｌ：Ａｅｄｅｓ

Ｚｏｇｏ！

　

ｉｎｈａｂｉｔｓ

　

（ヱ９）

イエカ， エ ゾウスカなどと混

楼 していた．

総じて， トウ ゴヤ ブカ以外

の種類の幼虫の棲息密度は高

いものではなかった． なお幼

虫の棲息状況から判断して，
当地域の民家に来集する蚊は

主としてトウゴウヤ ブカであ

り， 林内で激しく人を襲う蚊

は， トカチヤ ブカ及びアカソ

ヤブカの２種類であると思わ

れる，

　

（２） 岩

　　

尾

　　

別

　

岩尾別川河口付近から， 勝

化場を経て岩尾別温泉に至る

岩尾別川沿いの一帯から得ら

Ｆｉｇ．２， Ｕｔｒｏ．

　

Ｇｒｏｕｎｄｐｏｏｌ：

ｃ”／”薫りαｇ”′ーｓ

　

ｉｎｈａｂｉｔｓ



Ｖｏｌ，２３，Ｎｏ．１

　　　　

１ｏｕｒｎａｌ。ｆＨ。はくａｉｄ。 ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ （Ｓｅｃｔｉｏｎ．ＩＢ） ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７２

れた幼虫はヤマトハマ ダラカ， ハマダラウスカ， スジアシイエカ， エ ゾウスカ， トゥゴウヤブカ，

エゾヤブカの６種類である． 総じて幼虫の棲息密度は低いものであり， 発生水域も自然水域に限ら

れていた．

　

ここでは， トカチヤ ブカとアカソヤ ブカの幼虫は採集されていないが， ６月には調査範囲のほぼ

全域にトカチャブカの成虫が出現し， ７月には糟化場及び岩尾別付近でトカチャ ブカ， アカソヤブ

カの両種の＝堆成虫が吸血に来集した． 従ってこの一帯には， おそらくはこれらの種類の発生水域も

存在するものと思われる． 植相は前記宇登呂付近の場合と大差はない．

　

（３） 知床五湖・知床林道

　

知床五湖は， 岩尾別から北東約５ｋｍ のところにある湖沼群で， 大小五つの湖よりなる

　

湖の周

囲はエ ゾマツ， トドマツ， カエデなどの木本， クマイザサ， ミズバショウ， スゲ， ヨシなどの草本

が繁茂している． 知床林道は， 近年開通した新道で， 知床五湖よりルシャ付近まで通じている． 標

高は ２００～３００ｍ である．

　

採集された幼虫はスジアシイエカ， エ ゾウスカ， ミスジハポシカ， ヤマトヤ ブカ， チ シ マ ヤ ブ

カ， トカチヤ ブカ， エゾヤ ブカの７種類である． 最も多く採集されたのはエゾヤ ブカで， 特に融雪

時には大発生する． 本種の幼虫は７月までみられ， 単独で棲息する場合と， エゾウスカ， ミスジハ

ポシカ， ヤマトヤ ブカ， トカチヤブカと混棲する場合とがある （第４図， 第５図）．

　

　　

　

　　　　

　
　　

　

　

＼ノ１

　

Ｉ

　　　

Ｔ

　

　

　　　　　　　　

　

Ｆｉｇ・４． Ｓｈｉｒｅｔ。ｋｏ‐Ｇｏｋｏ． Ｇｒｏｕｎｄｐｏｏｌ：Ａｅｄｇｓ

　　　　

Ｆｉｇ．５， Ｓｈｉｒｅｔｏｋｏ‐Ｇｏｋｏ． Ｇｒｏｕｎｄｐｏｏ Ａｅｄｅｓ

　　　　　　

ｅｓｏの？ｓＺｓｉｎｈａｂｉｔｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｅｓｏの７ｓ！ｓａｎｄ

　

ｃ”Ｚｅ裏 門樽のｚｓ≧ｓｉｎｈａｂｉｔ

　

チシマヤブカは，菊〕床林道沿いの沼地にみられた． 本種は， 旭川付近では山地性の蚊とみなされ

ているが （佐藤・沢田 １９６３）， 知床半島では標高約 ２５０ｍ

　

の， 比較的低所にも棲息していること

は興味深い． なおアカソヤ ブカが， 岩尾別の場合と同様に， ７月に吸血に来集したことから， この

地域にもおそらくは本種の発生水域が存在するものと思われる．

総じて， エゾヤブカが５月に大発生する以外は， 蚊の幼虫の棲息密度は高いものではなかった．
Ｂ， 野 付 水 道 側

　

（１） 羅

　

臼

　

町 市 街

　

羅臼町は， 国鉄標津線の根室標津駅より北方へ約 ５（）ｋｍ の地にある漁港である． 住宅地帯より

採集された幼虫はハマ ダラウスカ， スジアシイエカ， アカイエカ， ミスジハポシカ， ヤ マ ト ヤ ブ

カ， キ ソイロヤ ブカ， エゾヤブカの７種類である．

民家の流 し水溜まりにはアカイエカが発生しており， 羅臼小学校裏の溝には， ハマダラウスカ，

スジアシイエカ， ミスジハポシカ， キソイｐヤ ブカ， エ ゾヤブカの５種類が棲息 し て い た （第６

図）． ヤマトヤブカは， 漬物樽や石油織などに極めて密に棲息していた （第７図）．

　

当地域の発生水域は， 以上のような半人工的水域や人工水域に限られており， 自然水域に幼虫が

（２０）
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Ｆｉｇ，６． Ｒａｕｓｕ． Ｄｉｔｃｈ：ｃ”′ｅ↓ｔｏ“ｇ′ｚｆｄ〃ｓ， Ｃ”Ｚαじ

　　　　

り”ｇｎ｝ｉｓ， ｃれ！なメロ

　

ルロ“の’のｉ７の感ｓ， Ａｅｄｅｓ

　　　　

ジｅズ”“ｓａｎｄ Ａｅｄｅｓｅｓｏのｚｓゐｉｎｈａｂｉｔ

Ｆｉｇ．７． Ｒａｕｓｕ．

　

Ａｒｔｉ負ｃｉａｌｓｍａｌｌ

　

ｃｏｎｔａ・ｎｅｒ

　　　　

（ｂａｒｒｅｌ）：Ａｅｄｅｓｊｄｐｏ“！ｃ′ｚｆｓｉｎｈａｂｉｔｓ

棲息している場合はみられなかった． 総じて， 蚊の幼虫の棲息密度は高いものではないが， 少ない

種類の水域に， 比較的多くの種類の蚊が棲息していることが特徴的である，

　

（２） 沿

　

岸

　

一

　

帯

　

知昭 （ちしょう） より相泊 （あいどまり） に至る沿岸約３０ｋｍ

　

が調査範囲である． 採集された

幼虫はヤマトハマダラカ， スジアシイエカ， アカイエカ， ミスジハボシカ， ヤマトヤブカ， トウゴ

ウヤブカの６種類であった，

　

スジアツイエカは７月以降， 沿岸一帯の道路

わきの側溝やグラウンドプールに棲息し （第８

図）， 相？目やセセキでは， 土砂止めの排水管に

蓮らなるコンクリート製水槽にも極めて濃密に

棲息していた （第９図）， ヤマトヤブカは， 民

家の軒下に放置してある漬物樽や石油告ギ麺中に，
散発的にではあるが広範囲にわたり棲息してい

た． トウ ゴウヤブカは天狗岩やモセカルベッに

向かう途中の援引纏まりや （第１０図）， 更には，
今回の調査地域の最先端地である相泊の岩海岸

にも棲息することから， 知床半島の岩海岸地帯

Ｆｉｇ．９， Ａｉｄｏｍａｒｉ． Ａｒｔｉｔｉｃｉａｌｓｍａｌｌ

　

ｃｏｎｔａｉｎｅｒ

ｏｎｃｒｅｔｅ

　

ｃ，ｓｔｅｒｎ）：

　

Ｃｍ掘

　

り”郡；ｚｓ

ｉｎｈａｂｉｔｓ

Ｆｉｇ，８． 八４ｏｓｅｋａｒｕｂｅｔｓｕ． Ｇｒｏｕｎｄ

　

ｐｏｏｌ：ＣてｄＢキ

ジ”ｇｄ′ｚＳｉｎｈａｂｉｔｓ

Ｆｉｇ，ｌｏ， Ｔｅｎｇｕｉｗａ． Ｔｉｄｅｐｏｏｌ：Ａｅｄｅｓｆｏｇｏご

ｉｎｈａｂｉｔｓ



ＶＯＩ．２３，Ｎｏ．．

　　　　

Ｊｏｕｒｎａｌ（）ｆ Ｈｏｌｄくａｉｄ。 ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ （Ｓｅｃｔｉｏｎ．ＩＢ） Ｓｅｐｔｅｎ．ｂｅｒｌ９７２

では， 本種は極めて普遍的に分布しているものと思われる． ヤマトハマダラカ， アカイエカ， ミス

ジハポシカの棲息密度は低いものであった．

　

当地域で調査した水域は４２ヵ所に及んだが， すべて単独種棲息水域であったことは注目される．

なおトカチャブカの幼虫は採集されていないが， ６月に僅かなから雌成虫の来集をうけ たこ と か

ら， オホーツク海側同様， おそらく海岸近くの山野中に発生水域が存在するものと思われる． 沿岸

部の植相はアキタブキ， クマイザサ， オオイタ ドリなどが主になっている．

　

（３） 羅

　

臼

　

温

　

泉

　

羅臼町市街から北東へ向け約 ３ｋｍ

　

の地点にある． 数軒の旅館や鮭噂卵字化場があるだけで， 一

般民家はほとんどみられない． 周囲は山に囲まれ， シラカソバやトドマツを主とした木本， 及びウ

ド， アキタブキ， クマイザサなどの草本が密生している． 採集された幼虫はヤマ トハマダラカ， ス

ズ ア シ イ エ カ， エ ゾウ ス カ， ミ ス ジ ハ ボ シ カ， ヤ マ トヤ ブカ， トカ チ ヤ ブカ， キ ソイ ロ ヤ ブカ， エ

ゾヤブカの８種類であり， このほかに成虫でシロカタヤブカが得られた．

　

本地域は自然水域に富み， 人工水域は極めて稀である， トカチヤブカ， エゾヤブカの２種は， 早

春５月にグラウンドプ［ル （融雪水） に発生し （第１１図）， 羅臼川のよどみでは， ヤマトハマダラ

カ， スジアシイエカ， エゾウスカ， ミスジハポシカの４種類が混楼 していた （第１２図）． ハマダラ

ウ ス カ， キ ソイ ロ ヤ ブカ の２種類はグラウンドプールに， ヤマトヤブカは野ざらしの石油耀から得

られたが， いずれもその棲息密度は高いものではなかった．

　

総じて， エ ゾヤブカとトカチヤブカ以外の種類の棲息密度は低いものであった， 旭川付近ではチ

シマヤ ブカと共に山地性の蚊とみなされているトカチヤブカが （佐藤・沢田 １９６３）， オホーツク海

側同様， 標高が約 １３０ｍ に過ぎない当地域に極めて濃密に棲息していることは注目に値する．

Ｆｉｇユー． Ｒａｕｓｕｓｐａ． Ｇｒｏｕｎｄｐｏｏｌ（ｎｌｅｌｔｅｄｓｎｏｗ

　　　

Ｆｉｇ，１２． Ｒａｕｓｕｓｐａ． ＧｒｏｕｎｄＰｏｏｌａｌｏｎｇｔｏｒｒｅｎｔ：

ｗａｔｅｒ）： Ａ

　

ｒｅｄｅｓ

　

ｃｏ““；７２‘ｉ．ｚｚ，ｓ

　

ａｎｄ

　

Ａｅｄｅｓ

ｅｓｏｅｉ′ｉｓお

　

ｉｎｈａｂｉｔ，

Ａチリがｚｄｅｓ

　

！． 魚ＰｏｉｉＺｃｚｒｓ， ｃ？‘セメ り”ｇｍｚｓ，
Ｃｚ！Ｚｅ尤れｒわのｉｓｉｓａｎｄｃ調為ｓｅ無をα“ｄｙ”“？ｅれｓｉｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉｎｈａｂｉｔ

Ｃ． 山

　　

岳

　　

部

　

羅臼湖を中心とした山岳部は， 標高 ７００～７３０１１１ で， 羅臼温泉より約 １５ｋｍ の地点， 半島のほ

ぼ中央部に位置する． 五の沼や羅臼湖の周辺は， 湿地帯が連らなり， クロュリ， チングルマ， ハク

サソチ ドリなどがみられ， 山道沿いには， ハイマッ， チシマザサなどの群落がみられる．

　

採集された幼虫はチシマヤブカ， アカソヤブカ， トカチヤブカ， エゾヤブカ， ホッコクヤブカの

５種類である． 幼虫が楼息していた水域は， いずれも融雪水によってできた一時的な水 域 で あ る

（第１３図， 第１４図）．

　

得られた幼虫のうち， エ ゾヤブカ以外の４種類は北海道特有の蚊である． チシマヤブカ， トカチ

（２２）
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Ｆｉｇ．１３， Ｎｉ‐ｎｏ‐Ｎｕｍａ． Ｇｒｏｕｎｄｐｏｏｌ（ｍｅｌｔｅｄｓｎｏｗ

　　　

Ｆｉｇ，１４， Ｓａｎ‐ｎｏＮｕｍａ． Ｇｒｏｕｎｄｐｏｏｌ（ｍｅｌｔｅｄｓｎｏｗ

　　　　　

ｗａｔｅｒ）：Ａｅｄｅｓｐ”；！ＧＺＯ′′，Ａｅｄどｓ釧Ｇデ”Ｇ！”′ｚｓ，

　　　　　　　

ｗａｔｅｒ）： Ａｅｄｅｓ か“ｚｄｏ′′， Ａｅｄｅｓ

　

βｓｏｇ′；ｚｓお
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ヤブカ， ホッコクヤブカの３種類は大雪山系 （佐藤・沢田 １９６３） や阿寒一帯 （佐藤・富田 １９６２）

にも棲息し， 山地性の蚊とみなされている． これとは対照的に， 従来旭川地方では低地性の蚊とみ

なされているアカソヤブカが， 知床半島の山岳部に極めて濃密に棲息していることは注日すべきこ

とであろう．

４． 百分率法による群集形態の解析

知床半島において， どのような水域が互いに相似た蚊類群集を作るか， 各種類は各水域に対して

どのような分布密度をもつか， 更には群集構造は地域によって異なるものであるかどうかなどとい

うことを統計的に検討するために百分率法 （加藤・松田・山下 １９５２） を用いた，
Ａ． 水域の部類分け

第１５図は， 一定の水域の総発見頻度数と各種類の発見頻度数の割合を 百分率の信頼限界で算出

し， 各水域ごとに図示したものである． １４種類の蚊類幼虫が， ある水域に均等に発見されるもの

と仮定すれば， 各種類の平均発見率は７．１％である， 信頼限界の上限乃至は下限が７，１％の線から外
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れている種類があれば， その種類はこの水域では均等分布をしていないことになる． この観点から

第１５図を通覧すると， 「グラウンドプール （融雪水）」 はエ ゾヤブカ， ホッコクヤブカ， トカチヤ

ブカ， アカソヤブカ， チシマヤブカの５種類が棲息することにより特徴づけ られている 水 域 で あ

り， また 「沼地」 はエ ゾヤブカが棲息することによって特徴づけられている水域である． このよう

にみていくと， 「グラウンドプ［ル」 はエ ゾヤブカ， スジアシイエカ， エ ゾウスカ， ミスジハポシ

カの４種類によって特徴づけ られ， 特にエ ゾヤブカが優占している水域である． 峰沙１温まり」 はト

ウゴウヤ ブカにより， 「渓流々域」 はヤマトハマダラカ， ミスジハポシカ， スジアシイエカ， エ ゾ

ウスカの４種類により， 「樹洞」 はエゾヤブカによりそれぞれ特徴づけられている． 「側溝」 はスジ

アシイエカ， ミスジハポシカ， ヤマトハマダラカ， アカイエカの４種類により特徴づけられ， 特に

スジアシイエカは他の種類をはるかに圧倒 している． 「人工的小容器」 はヤマトヤブカ， スジアシ

イエカ， アカイエカが棲息することにより特徴づけられている水域である．

　

これ らのうち， 「沼地」 と 「グラウンドプール」 は， 特徴づける蚊の種類は必ずしも一致しない

が， すべての蚊の種類の信頼限界が重なる点で， 同一のグループに属しているものとみなすことが

できる． 従って， ８種類の水域は７群にまとめられる．

　

Ｂ． 蚊 の比較 密度

　

第１６図は， 各種の蚊の幼虫がどのような水域に多く棲息しているかを知るために， 各種の蚊の

幼虫の総発見頻度数とその水域における幼虫の発見頻度数の割合を百分率の信頼限界で算出し， 蚊

の種類ごとに示 したものである．

　

これを通覧すると， ヤマトハマダラカは側溝や渓流々域に多く棲息している． 佐藤 （１９５９） によ

れば本種の発生水域は山間の渓流に局限されているが， 知床半島では低地部の比較的清澄な水域に

も進出していることがわかった．

　

ハマダラウスカは グラウンドプール＝沼地と側溝にみ られただけである． 旭川地方に 比 べ る と

（佐藤・岩瀬 １９６０）， 棲息する水域数も極めて少なく， また棲息密度 緑極めて低いものである．

　

スジアシイエカは側溝， グラウ ンドプール＝沼地， 人工的小容器などに多く棲息する． オ（種はラミロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０％

　　　　

５０

　　　　　

１００

　

０

　　　　　　

５０

　　　　　

１００

　

〇 ５０

　　　　　

ョ〇〇

　

〇

　　　　　　

５０

　　　　　

１０〇

　　　　
　　　　　　　２Ｇｒｏ“”ｄ卿！－Ｓ

ヨ
ー

　

＝

　

．Ｆ

　

＝

　

ｆｇ８濃すぎ衿畳も埜；′””〆‘′ｒｒじ”′

　

－－
６，／Ｊｒ”ｆた虐′山九α〃”’”ね′”“

Ａｎｏｐねｅんバ′．ノリｆ′打た”Ｓ

　　　　　　

Ｃ”たエリｒ′ｅ“れ肱

　　　　　　　

ｃは′ｅ工

　

阻卿月Ｓ

　　　　　　　　

碗′釧ｐかだれｓ

書・Ｅ
－Ｉ

　　
　

　

　

　

　

　　　

ＡＬ．ｄｅｓ

　

Ｆばｒば娘ねＳ

　　　　　　　　

ノｈ〉ｄｒｓ“ノｍｍ”れ′Ｓ

　　　　　　　　

′１ｅｄｅｓ

　

ｚｒｑ．犯”ｓ′ｋぬは

　

ｐは刀ｄｏｒ

　　　　　　　　

′１Ｌ，ｄｅｓ

　

Ｆばｒば娘”Ｓ

　　　　　　　　

バｔ〉ｄｒｓ

　

じリア７！′“”れ′Ｓ

　　　　　　　　

′１ｅｄｅｓ

　

ｚｒｑ．犯”ｓ

′長ぜー，‘，ｓｏｃｎ淑ｓ

　　　　　　　　

１ｅ‘！ｃｓ

　

ｍｅｒｅｕｓ

Ｆｉｇ．１６． Ｔａｂｌｅｓｏｆｔｈｅｃｏｎ行ｄｅｎｃｅ

　

ｍｔｅｒｖａｌ

　

ｏｆｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅＰｒｏｂａｂｉｌｉｔｙｏｆｓＰｅｃ・ｅｓ

ｏｂｔａｉｎｅｄ

　

ｆｒｏｎｌ

　

ｅａｃｈ

　

ｔｈｅ

　

ｓｉｘ

　

ｇｒｏｕｌ）ｓ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｌｅｖｅｌ

　

ｏｆ

　

６（） ｐｅｒ

　

ｃｅｎｔ

ｃｏｎＧｄｅｎｃｅ

（２４）



第２３巻

　

第１号

　　　　　　　　　　　

北海道教育大学紀要 （第２部 Ｂ） 昭和４５年９月

床半島においては， 近縁種であるアカイエカに比べて， 比較的広範囲の種類の水域に棲息するもの

で， 汚染されていない渓流々域にも進出している．

　

アカイエカは民家付近の側溝や， 人工的小容器に限って棲息している． 本種がとのように汚染度

の高い水域に優位を示していることは， 旭川地方のみならず， 本州の場合とも一致している （細井

１９４８， 加藤ら １９５０，１９５４， 佐藤・岩瀬 １９６０）．

エゾウスカは グラウンドプール＝沼地に多く棲息するほかに， 渓流々域， 側溝にもみられるが，

その密度はいずれの場合も低いものである．

　

ミスジハボシカは側溝， グラウンドプール＝沼地， 渓流々域， 人工的小容器など， 比較的汚染度

の高い水域から清澄な水域まで棲息している． このことは， 佐藤 （１９５９） が大雪山系における調査

で， 本種の幼虫の棲息水域は自然水域から人工的に汚染された水域にいたるまで，，かなり広範囲に

わたるものであると報告しているのと一致する．

　

ヤマトヤブカは人工的小容器に多く棲息している－

　

加藤 （１９５５）， 佐藤・青野 （１９５８ａ）， 佐藤・

岩瀬 （１９６０） によれば， 本州や札幌などでは， 本種は渓流々域の岩の凹みやコンクリート製水槽，
更には墓地の石製手洗鉢などに発生するのが普通である． このことから佐藤・富田 （１９６２） は， 知

床半島で漬物樽中に本種が見出されたのは例外的なものであると述べている， しかし筆者らの調査

では， 本種は知床半島の広範囲の地域で， 人工的小容器に優占的に棲息していることがわかった．

　

トゥゴウヤブカは海岸の潮溜まりに独占的に棲息するほか， 側溝や人工的小容器などにも僅かな

がら進出しているのがみられた． 佐々 （１９５６） によれば， 本種は海岸の岩の凹所や多くの人工的小

容器に見出されるもので， 地表水に見出されることは先ずないものとみなされていることから， 今

回側溝にみられたのは例外的なことであろう，

　

チシマヤ ブカ， アカソヤブカ， トカチャブカの３種類は， いずれもグラウンドプール （融雪水）

に多くの棲息をみている． ｏぬおγｏねれ郎

　

亜属に属するこれらの種類が融雪水と極めて密接な関係

をもっていることについては， すでに佐藤・岩瀬 （１９６０） も指摘しているところである．

　

キンイロヤ ブカは， 少数ながらグラウンドプール＝沼地に棲息するが， 旭川地方に比べ （佐藤・

岩瀬 １９６０）， 棲息する水域の種類も少なく， 密度もまた極めて低いものであった，

　

エゾヤ ブカは グラウ ンドプール＝沼地， 及びグラウンドプール （融雪水） に， ともに多く棲息す

るほか， 側溝などにも棲息する． ホッコクヤブカはグラウンドプール （融雪水） に限って棲息し，

他の種類の水域では全くみられない． エゾヤブカとホッコクヤブカの２種類はともに

　

Ａｅｄｅｓ亜届

に所属するが， 前者は後者よりも広範囲の水域に棲息している． エゾヤブカの発生水域はホッコク

ヤブカのそれよりも広範囲であると思われる，
Ｃ． 地

　　

域

　　

性

　

沿岸部と， 山岳部と， その中間部とでは蚊の幼虫の群集構造にどのような差異乃至は類似性がみ

られるかということを数量的に表現するために， 調査記録を次の五地域に整理し， 百分率法を用い

て第１７図に示した，

　

１） オホーツク海側沿岸部 （宇登呂付近， 岩尾別海岸）

　

２） オホーツク海側中間部 （岩尾別， 知床五湖， 知床林道）

　

３） 中央山岳部 （羅臼湖， 五の沼）

　

４） 野付水道側沿岸部（羅臼町市街， 沿岸一帯）

　

５） 野付水道側中間部（羅臼温泉）

　

第１７図より， オホーツク海側沿岸部を特徴づけているのはトウゴウャ ブ力， スジアシイエカ，

ミスジハポシカの３種類であり， オホーツク海側中間部はエ ゾヤブカ， エ ゾウスカ， スジアシイエ

（２５）
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力により特徴づけられている

ことがわかる． 中央山岳部は

ホッコクヤブカ， チシマヤブ

カ， アカソヤブカ， エ ゾヤブ

カにより特徴づられている，

野付水道側沿岸部は， スジア

シイエカ， トウゴウヤブカ，

ミスジハポシカが棲息するこ

とにより， 野付水道側中間部

はエ ゾヤ ブカ， ト カ

　

チ ヤ

　

ブ

カ， エ ゾウスカ， ミスジハポ

シカによりそれぞれ特徴づけ

られている地域である，
以上のことから， オホーツ

ク海側沿岸部と野付水道側沿

岸部はトウゴウヤブカ， スジ

アシイエカ， ミスジハポシカ

が両地域とも優位を占めてい

ることから群集構造は比較的

類似していると考えられる． またオホーツク海側中間部と野付水道側中間部を比較した場合も， エ

ゾヤ ブカとエゾウスカの両種が有意的に棲息している点が類似 している．

従って知床半島における蚊類幼虫の棲息水域は， 群集構造の類似性から，
′沿岸部， 山岳部， その

中間部の３地域に集約できる． このうち沿岸部と山岳部とでは， 群集構造は明瞭に異なるが， 沿岸

部と中間部とではミスジハボシカとスジアシイエカが共通し， 中間部と山岳部とではエ ゾヤブカと

トカチヤブカが共通している． つまり岩尾別， 知床五湖， 知床林道， 羅臼温泉などの諸地域は， 沿

岸部と山岳部の地形的な中間部であると共に， 蚊類幼虫の棲息分布という観点からも， 両者の移行

部になっていると言える，

５． 蚊類の季節肖長

　　　　　　　

、、、一＼＼、地”抜

　

Ｍ。〃

　

如

　

ノ吻

　

Ａ，多

　

能〆

　

知床半島でみられる蚊類幼虫がどのよ
Ｓｐｅｄｅｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ′ｚｏｐたｄｅｓ

　

′．ノリｏｍｃｑｓ
ぅな季節的消長をもって出現するかを知

　　

．ｃｍｅｘ。〃のね旋

　　　　　　　　　　

＝塩園

　　　

園圏勘

ることは， 一方において群集構造の一勝ｉ

　　

Ｃｚ‘撚 りα９０れＳ

面を確認 し得る糸口にもなる わ け で あ
ｏｄｅ．Ｎｐか′ｅ’ｚｓ

る′． そこで， 若令幼虫 （１，２令）， 高令

　　

Ｃ｛‘′数ねたｍｍ””’’ｉｅ′ｚｓ′Ｓ

幼虫 （３，４令）， 蟻の出現状況を， 各自

　　

Ａｅｄｅｓ／”ｐｗｉ卿ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｅｄｅｓ

　

！ｏ１７０ど

別に， 第１８図 （沿岸部＝中間部） 及び

　　

Ａｅｄｅｓｐ“′－ｄｏｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｅｄｅｓ

　

ｅｘｃｒ”””ｎｓ
第１９図 （山岳部） に示した，

　　　　　　　

Ａｅｄｅｓｃｏ’’ｍｍね‘ｓ

　　

「岡目圏は＝

　

第 １８図をみると， ５月から９月まで

　　

Ａｅｄｅｓ 阻ｍｚｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｅｄｅｓ

　

ｅｓｏｅ′ｉ５‘Ｓ
連続的に棲息している種類はヤマトハマ

ダラ カ， ヤ マ トヤ ブカ， トウ ゴウ ヤ ブカ

　　

Ｆｉｇ．１８． Ｓｅａｓｏｎａｌａｐｐｅａｒａｎｃｅｓｏｆｔｈｅｍｏｓｑｕｉｔｏｌａｒｖａｅａｎｄ

の３種である． トゥ ゴウヤブカは， いず

　　　　　　

ｐｕｐａｅａｔｌｏｗｌａｎｄａｎｄ Ｍｉｄｄｌｅｌａｎｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　

１一１１ｓｔａｎｄ２ｎｄｌａｒｖａｅｉ閥圏３ｒｄａｎｄ４ｔｈｌａｒｖａｅ；

れの月も各令幼虫が極めて濃密に棲息し

　　　　

１…ヨ ｐｕｐａｅ

ｓｐｅｄｅｓ

　　　　

層ｏ”ｆぬ ハダロ″ ノ【ｍｅ ノ”′〃 Ａ‘‘〃， Ｓｅｐｆ，

Ａ′ｚｏｐたｄｅｓ

　

′．ノリｏｍｃｑｓ
・Ｃｉ‘！ｅｘ

　

ｏｒ′のーね′な

ｃｚｄｅＸ

　

Ｚ

　

ＪＱ９０れＳ

Ｃ｛ｄｅｘ

　

ｐ／〆のｚｓ

ｃ｛‘〃ｓｃｆｑ

　

元α′ｉα””′，ｉのｚｓお

Ａｅｄｅｓ／αｐｗｌｉｃ”ｓ

Ａｅｄｅｓ

　

！ｏ１７０ど

Ａｅｄｃｓ

　

ｐ〃′－ｃ！ｏｒ

Ａｅｄｅｓ

　

ｅｘｃｒ”””ｎｓ

Ａｅｄｅｓ

　

ｃｏ’’ｍｍねば

ＡｅｄｅＳりｇＸｑ“Ｓ

Ａｅｄｅｓ

　

ｅｓｏｅ′ｉ５‘Ｓ

遡

　

ー 唖

　

ー

　　　　　　　　　

．霊匿

０

　　　　　　

５

　　　　　　

０

　　　　　

１００

に
０

　　　　　　

５０

　　　　　

１００

　

（２６）
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ｓＰｅｄｅｓ

　　　　　　

Ｍｏ刀俵 山刀ｅ Ｊ”′ｙ Ａ”９”ｓｆ

Ａｅｄｅｓ

　

ｐ“ｎｃｆｏｒ

ＡｅｄｅＳ

　

ｅＸＣｒ”Ｃ′α刀Ｓ

ＡｅｄｅＳ

　

ｃｏ’れｍ”刀‘Ｓ

Ａｅｄｅｓ

　

ｅｓｏのヱｓば

Ａｅｄｅｓ

　

ｃぞ′疋だ“ｓ

てぃるが， ャマトハマダラヵ， ャマトャ

　

＼、一・、、、三磯

　

山“ｅ

　　

Ｊ“′〃

　　

Ａ 仰瀞
ブカの２種の棲息密度はあまり高いもの

　　

Ｓｐｅｄｅｓ

ではない．
５月， ６月の融雪時に出現し

Ａｅｄｅｓｐ“〃ｄｏｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＡｅｄｅＳ

　

ｅＸＣｒ”Ｃ′α刀Ｓ

ているのは ０物彰γｏＺ雌雄 亜属と Ａ司郎

　　

Ａｅｄｅｓｃｏ’れｍｍ‘ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｅｄｅｓ

　

ｅｓｏのヱｓ！ｓ
亜属のヤブカ群であり， アカソヤブカに

　　

Ａｅｄｅｓｃ朗ｅだ“ｓ

おいては， 雌成虫の棲息状況から判断し

　　

Ｆｉｇ，１９． ｓｅａｓ。キーａｐｐｅａ，ａｎｃｅｓ。ｆｔｈｅ ｍｏｓｑｏｕｉｔｏｌａｒｖａｅ

て５月にもその発生水域が存在するもの

　　　　　　　

ａｎｄｐｕｐａｅａｔｈｉｇｈｌａｎｄ

と思われる， 一方， スジァシイェ力をは

　　　　　

モーモｌｓｔａｎｄ２ｎｄｌａｒｖａｅ；剛厩 ３ｒｄａｎｄ４ｔｈｌａｒｖａｅ；

じめとしたイエカ群の場合は， ６月から

　　　　　

Ｅヨ ｐｕｐａｅ

スジアシイエカとミスジハポシカが出現し， ７月 にはそのほとんどが揃って出現する．
８月， ９月

はスジアシイ エカ， アカイエカが目立つほかは， ほとんどの種類の棲息密度が減少する，

　

従って知床半島の沿岸部＝中間部における蚊類幼虫の出現状態は， 季節消長の立場から， １） キ

ソイロヤブカも含めて連続 して棲息するグループ，２）５月，６月に多い Ａｅｄｇｓ グループ， ３）７月

以後出現する

　

Ｃ２‘Ｚｅｘ

　

グループ （ミスジハボシカを含む） の３ グループに分けることができる，

　

一方， 山岳部の幼虫の発生は， 低地部のそれに比べて約１ヶ月遅れているので， ６月中間頃には

一斉に暦化するものと思われる， また７月以降の幼虫の棲息密度が低いところから， 大多数の個体

は６月下旬までに羽化し終えるものと思われる，

　

加藤 （１９５５） は， 宮城県松島湾口の宮戸島では， アカイエカは７月から９月にかけて多く棲息し

ていると述べている， 佐藤・岩頗 （１９６０） は， 旭川地方ではアカソヤブカは４月に多く，
５月には

減少しはじめ， ６月以後は発見することができないのは， 本種の発生は融雪と密接な関係をもつか

らであると報告している． 知床半島においても， これらの報告とほぼ同様の季節的消長を示してい

るように思われる，

　

６． 単一集団と混棲集団

　

蚊類幼虫の単一集団， 及び混棲集団の季節的な移行過程を吟味するために第２０図を作ってみた．

この図で対角線上の数字は各種類が単独に棲息している回数を示し， それ以外の数字は， それぞれ

－．ＡＲＯＰ^？′ｅｓ′．虐ｐｏ“′ｃ”ｓ
２，Ｃｑにｘｏ′鳶層々〃ｓ
３，Ｃｑセメ聞卿”Ｓ
４．Ｃｑ′”鋭Ｐ′ｅｎｓ
５，Ｃｑ′ｅｘｒ物鋼ｓ／ｓ
　

　

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　
７．Ａｅｄｅｓ／印ｏｎｆｃ“ｓ
８，Ａｅｄｅｓ！ｏタメ
９，Ａｅｄｅｓｐ“ｎｃ！ｏｒ
ｌ０．ＡｅｄｅＳｅばｒｑｃ′帆ｓ
＝，Ａｅｄｅｓｃｏ援用鯛ｆｓ
ー２．パｅｄｃｓ

　

Ｕｅ〆ｑ”Ｓ
ー３，ＡｅｄｅＳぞ５０ｅ”Ｓな
１４．Ａｅｄｅｓｃｆ”ｅ「ｅｕｓ

す・２・３・４，６６・７・８・９Ｊα１１，１２・１３ヰ４．

圏圏圏
圏

Ａ”９”ｓｒ

　　　　　　　　　　　　　　

ｓｅｐｆｅｍ６ｅｒ

Ｆｉｇ．２０． Ｓｅａｓｏｎａｌ

　

ｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ

　

ｉｎ ｃｏｍｂｉｎｅｄ

ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｔｗｏｓｐｅｃｉｅｓ

（２７）



Ｖｏｌ．２３，Ｎｏ，Ｉ

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ （Ｓｅｃｔｉｏｎｎ Ｂ） Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７２

の組み合わせのあらわれた回数を示している．（

　

） 内は， 山岳部における出現回数を示す．

　

第２０図から明らかなことは，５月にはトカチャブカとエ ゾヤブカの間に混楼の度が強く，７月に

はスジアシイエカとミスジハポシカ， エ ゾウスカとエ ゾヤブカ， ミスジハボシカとエ ゾヤ ブカの間

に， ８月にはスジアシイエカとミスジハポシカ， ９月にはいるとスジアシイエカとエ ゾウスカの間

にそれぞれ混棲がみられる程度で， 他は散らばりが少なく， ほとんどの蚊は単独集団乃至は単独集

団形成の傾向をもっているということである， また， 先にも述べたように， 季節的な移行はＡｅｄｅｓ

グループから αβＺｅ↓ｔ

　

グループへと明瞭におこなわれているように思われる．

　

佐藤・●岩瀬 （１９６０） は， 旭川地方における調査で， 季節に関係なく常に単一集団， 乃至は単一集

団形成の傾向が強いのは， 旭川地方の特殊な気候が， 蚊の棲息している水域を局限して い る た め

か， あるいは旭川地方独自の水域のためかは明らかではないとしている． また加藤 （１９５４） は， 松

島宮戸村における調査報告で， 初めは単一集団の傾向が強かったものが， 遂には， 各種の蚊が入り

乱れて棲むようになると述べている， 知床半島においては， 各種の幼虫は常に単一集団， 乃至は単

一集団形成の傾向を強く帯びている北方的性格 （佐藤・岩瀬 １９６０） を示しているとともに， 一時

期にではあるが各種の蚊が入り乱れて棲息するという特殊な性格を示している，

般

　

考

　

察

１． 蚊

　

の

　

種

　

類

佐藤・富田 （１９６２） によれば知床半島で知られている蚊は次の９種類である．

　

ヤマトハマダラヵ

　　

Ａ“ｏｐ庇ＺＢＳＺ」”２ｄＢＳ呼ばブαＰｏ７２ＺｃｚｆｓＹａｍａｄａ，１９１８

　

アカイエカ

　　　　　　

Ｃｚｆをエ（Ｃｚｆをエ）ＰＺＰＺβ”ｓＰＱ”桝Ｓ Ｃｏｑｕｉｌｅｔｔ，１８９８

　

ミスジハポシカ

　　　

Ｃｚ‘Ｚ！肥加 （Ｃｚ露解放） 蹴れαｙα“鑑郡！ｓ（Ｙａｍａｄａ，１９３２）

　

ヤマトヤ ブヵ

　　　　

Ａｅｄｅｓ（霧’２如ツα）ブαＰｏ’２！Ｇｚ‘ｓ（Ｔｈｅｏｂａｌｄ，１９０１）

　

トウ ゴウ ヤ ブカ

　　　

Ａｅｄｅｓ （ＦＺ可のα）Ｚｏｇ諺 （Ｔｈｅｏｂａｌｄ，１９０７）

　

ヤ マ ダ シ マ カ

　　　　　

Ａｅｄｇｓ

　

Ｚｅｇリブ７２ｙれ） “αりｏＰたね‘ｓＹａｍａｄａ，１９２１

　

ミスジシマカ

　　　　　

Ａｅｄｅｓ（Ｓｚｅｇｉ０７７砂如）ｇ

　

ｉ凋めＺｓｚｒＹａｍａｄａ，１９２１

　

トカチヤ ブカ

　　　　　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃ形ｅ知Ｚ雌雄）ｃｏ７”“粥川ｓ（Ｄｅ Ｇｅｅｒ，１７７６）

　

エ ゾヤ ブカ

　　　　　　

ＡｅαＢＳ（Ａｅｄｅｓ）〃ｓｏｅ”ｓｚ憲 Ｙａｍａｄａ，１９２１

筆者らが採集した１５種類の蚊の うち， ハマダラウスカ， スジアシイエカ， エゾウスカ， シロカ

タヤブカ， チシマヤ ブカ， アカソヤ ブカ， キソイロヤブカ， ホツコクヤブカの８種類は知床半島で

は未記録の種であり， 従って， 上記の９種類にこの８種類を加えた１７種類の蚊が記録されたこと

になる． 旭川地方の１２種類 （佐藤・岩瀬 １９６０）， 大雪山系の１２種類 （佐藤・沢田１９６３）， 阿寒一

帯の１５種類 （佐藤・富田 １９６２） などと比較して， 知床半島の１７種類というのは， 北海道の－地

域に棲息する蚊の種類数としては多いほうであると言える．
知床半島は野付水道をはさんで千島列島と接続している地域であるため， 一応北方系の蚊， 特に

アリューシャン系の種類が多く棲息しているのではなし・かと予想されたが， 筆者らが調査した範囲

内では， 日本新記録種のようなものは見つからず， 確認された１５種類のうち， 北海道特有の種類

としてはチシマヤ ブカ， アカソヤ ブカ， トカチヤブカ， ホッコクヤ ブカの４種類に限られた， これ

に佐藤・富田 （１９６２） のミスジシマカを加えると５種類になる， また， 北海道特有では な い ま で

も， 比較的北方棲息性をもっとみなされる種類としては， スジアシイエカ， エゾウスカ， ミスジハ

ポシカ， エゾヤブカの４種類が挙げられ， 結局， 知床半島では１７種類の蚊のうち， ９種類が北方

（２８）
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系の蚊で占められていることになる．
２， 蚊

　

の

　

分

　

布

　

すでに述べたように， 知床半島においては， 沿岸部では トウゴウヤブカとスジアシイ エカ， 山岳

部ではホッコクヤブカ， チシマヤブカ， アカソヤブカ， エ ゾヤブカ， その移行部とみなされる中間

部ではエ ゾヤブカ， エ ゾウスカ， トカチヤブカがそれぞれ優占的に棲息している， 従来， 低地性の

蚊とみなされているアカソヤブカが山岳部に多く， 逆に山地性の蚊とみなされている トカチャブカ

が中間部から沿岸部にまで進出する傾向を示していることは， 両種が北方系の代表とも い う べ き

ｏｃ粥ｅ焔撚れば 亜届の種類であるだけに， 極めて興味深く思われる．

　

アカソヤブカは旭川 （浅沼ら１９５２， 佐藤・岩瀬 １９５９，１９６０）， 銭函 （鈴木１９５９）， 阿寒一帯（佐

藤・富田 １９６２） にも棲息している， 知床半島においては， 本種の幼虫は羅臼湖周辺の山岳部 （標

高７００～７３０ｍ） 及びオホーツク海側のオシソコシソ崎付近で採集された， 成虫 活 動 期 （７月～８

月） には， 山岳部及びオホーツク海側の諸地域で雌成虫が激しく来集した． 一方， 野付水道側の諸

地域では， 本種は幼虫も成虫も全くみられなかった，

　

トカチャブカが知床半島の比較的低い林内に発生していることは， 佐藤・富田 （１９６２） がすでに

報告しているところであるが， 今回の調査でも， 本来の発生水域と思われる山岳部のほかに， 標高

ｌｏｏｍ 前後のオシソコシソ崎， 羅臼温泉， 更に標高約 ２５０ｍ

　

の知床五湖にも極めて濃密に発生し

ている． また雌成虫も沿岸部の林内や海岸近くで多数来集している． 従って本種の棲息範囲は， 知

床半島においては極めて広いものであると思われる，

　

チシマヤ ブカは， トカチャブカとともに旭川付近では山地性の蚊とされている （佐藤・沢田 １９

６３）， しかし本種の幼虫も山岳部のほか， 僅かではあるが， 標高約 ２５０ｍ の知床林道に見出された

ことは， 従来の知見と異なるところである， 成虫はトカチャブカほど執勘に来集してはこないか，

山岳部では， その棲息密度はかなり高いものである．

　

なお， 知床半島としては初めて記録されたホッコクヤブカは， 大雪山系 （佐藤・沢田 １９６３） や

阿寒一帯 （佐藤・富田 １９６２） からも報告されている種類である， 知床半島では， 山岳部から得ら

れただけであるが， 同じく Ａｅｄｅｓ 亜属に属するエゾヤブカが沿岸部から山岳部まで広範囲の地域

に棲息しているのと対照的である． 佐藤・建脇 （１９６７） が， 大雪山系銀泉台における調査報告で，

エゾヤブカの発生水域はホツコクヤブカのそれよりも広範囲であると述べているのと一致する．

　

３， 人

　

工

　

水

　

域

　

知床半島の蚊類幼虫の棲息する水域を人工水域と自然水域に分けると， 人工水域としては， 漬物

樽， 石油鎌， コンクリート製水槽のような人工的小容器があり， 自然水域としては， 融雪時におけ

るグラウンドプ【ル， 融雪時期以後におけるグラウンドプール， 潮溜まり， 渓流々域などがあり，

側溝はその中間の半人工的な性格をもっているとみなされる． このうち人工水域と半人工的水域は

沿岸部に多く， ここにはアカイエカ， スジアシイエカ， ヤマトヤブカなどが優占的に棲 息 し て い

る．

　

アカイエカは旭川地方には極めて多く出現しているが （佐藤・岩瀬 １９６０）， 知床半島 に おい て

は， 近縁種であるスジアシイエカのほうが圧倒的に多い． このことは， スジアシイエカがアカイエ

カよりも北方系の種類であるためか， あるいはまた当地の水域がまだ人為的に汚染されていないこ

とを示すものか，
．興味深い事例である．

　

ヤマトヤブカの本来の発生水域は， 河岸の岩の凹所のような自然水域であるとみなされているの

に， 知床半島では， ほとんど空耀や空樽のような人工的小容器に発見されている． 佐藤・岩瀬 （１９

６０） は， 旭川地方では， 本種の発生水域は自然水域にとどまり， 人工水域には全く進出していない

（２９）



Ｖｏｌ．２３，Ｎｏ．Ｉ

　　　　

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ （Ｓｅｃｔｉｏｎ工ＩＢ） Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７２

と述べ， 害虫起源論 （加藤 １９５５） の立場からは， まだ害虫化されていないと考察している， この

観点からすれば， 知床半島のヤマトヤブカはすでに害虫化の傾向を帯びているものとも 考 え られ

る．

４． 知 床 的 性 格

　

佐藤・岩瀬 （１９６０） は， 旭川地方の蚊類幼虫の棲息状態を調査し， 北方的性格として， １） 北方

性の蚊が棲息していること，２） 比較的少ない種類の蚊が， ３） 比較的少ない種類の水域に， ４） 単

一種による大群集つくり，５） 短期間にその発生を終えることなどを挙げている．

　

知床半島では， 北方系の蚊の種類が多く， 自然水域を主とした， 比較的少ない種類の水域に， 単

一種による群集をつくり， 比較的短期間に発生し終えるという点で， 蚊類幼虫の棲息水域はかなり

北方的性格を帯びていると言える， しか しヤマトヤブカが人工水域に進出していることや， トゥゴ

ウヤブカが海岸の潮溜まりに極めて濃厚に棲息していることなどは， 本州各地にも普通にみられる

ことで， 必ずしも北方的性格の条件になるとは思われない． また北方系の蚊のうちでも， 従来山地

性とみなされていたトカチヤブカやチシマヤブカが低地にも進出し， 逆に低地性とみなされていた

アカソヤブカが山地に多く棲息することなど， 北方的性格を更に複雑化した， 知床的性格ともいう

べき特徴を示している．

　

千島列島に近いという地理的条件や， 夏期ガス （海霧） に閉ざされる冷涼な気象条件などが， 北

方系の蚊を低地にまで棲息することを可能にした原因であろうと考えられるし， また岩海岸を主体

とする沿岸部は， 海流によって必ずしも北方的ではない環境をつくり， トウゴウヤブカの発生を可

能にしたものであろうかとも考えられる， しかＬアカソヤ ブカが山地に多く棲息していることは，

この種の好む発生水域そのものが， 低地よりも山地に多く存在するためなのか， それとも他の原因

によるものなのかは明らかでない．

要

　　　　　　

約

　

１９７０年， １９７１年の両年にわたり， 知床半島に棲息する蚊の幼虫の種類， 及びその発生水域を調

査し， 考察をおこなった，

　

１． 本調査で確認された蚊は次の１５種類である， ヤマトハマダラカ， ハマダラウスカ， スジアツ

イエカ， アカイエカ， エゾウスカ， ミスジハポシカ， シロカタヤブカ， ヤマトヤ ブカ， トウゴウヤ

ブカ， チシマヤブカ， アカソヤ ブカ， トカチヤブカ， キソイロヤ ブカ， エ ゾヤ ブカ， ホッコクヤブ

カ．

　

なお， シロカタヤ ブカは成虫でのみ得られた．

　

２， 今回の調査で知床半島に新しく記録された種類は次の８種類である， ハマダラウスカ， スジ

ア シイ エ カ， エ ゾウ ス カ， シ ロ カ タ ヤ ブカ， チ シ マ ヤ ブカ， ア カ ソヤ ブカ， キ ンイ ロ ヤ ブカ， ホ ッ

コ ク ヤ ブカ．

　

３． 蚊類幼虫の棲息する水域は比較的小型のものが多い． ８種類の水域は 群集構造の類似性の比

較から， 次の７群に部類分けされた．ａ， グラウンドプール （融雪水） ｂ． グラウンドプール＝沼地

ｃ．潮溜まり

　

ｄ．渓流々域

　

ｅ．櫛洞

　

ｆ．側溝

　

ｇ．人工的小容器．

　

４， 知床半島の蚊の群集構造は極めて多様性を帯びており， 地域的には沿岸部と山岳部， 更にそ

の移行部とみなされる中間部に大別される，

　

５． 従来， 低地性の蚊とみなされていたアカンヤブカが山地に， 山地性の蚊とみなされていたト

カチャブカが低地に， ともに極めて濃密に棲息していた．

（３０）
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６， 山岳部及びオホーツク海側の諸地域で多くみられるアカソヤブカは， 野付水道側では全くみ
られなかった，
７． エ ゾヤ ブカの棲息範囲は， ホッコクヤブカのそれよりも広範囲である，
８． スジアシイエカの棲息密度は， 近縁種のアカイエカに比べてはるかに大である，
９， ヤマトヤブカが， 自然水域ではなく人工水域に集中していることは， 害虫起源論の立場から

興味深く思われる．
１０， 知床半島における蚊類幼虫の棲息状態は，地理的条件や気象条件により， いわゆる北方的性

格を更に複雑化した， 知床的性格を示している，
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